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特 別　講 演

景観
“
e 環境の意昧と在り方

Landscape 　Meaning 　and 　What 　Landscape 　shou 圏d　be　in　Terms 　of

l＿andscape 　Essence

進士 五十八 東京農業大学農学部教授 lsoya　Shinji

　梅棹忠夫 （1969）の定義を ア レン ジする と，

「環境と は ， 人間な ど主体と関連 しあう具体

的な空間で あり， また主体の生活に内容を与

える と共に主体を制約 し拘束する 。 そ の逆に

主体 は環境の 要素に働きか け ， その存在意義

を認めると共に ， それを変形 した り改造した

りする 。
こ う した環境か ら主体へ のア クシ ョ

ン と， 主体か ら環境へ の リア ク シ ョ ンの相互

作用の過 程は無限に運動しつ づ ける。 」

　こ の ように
， 我々の 周囲に 存在す る 無 機

的 ・有機的 ， 無形的 ・有形的 ， 非経済的 ・経

済的 ， 非社会的 ・社会的……あらゆる要素が

「環境」で あ り， そ の 視覚的環境を 「景観」

と呼ぶ ことが出来る 。 景観にも自然 ・人工 ・

複合景観 都市 ・ 田園景観などの切り口があ

り， 形 ・ 色 ・規模とか季節 ・時間 ・記憶など

の要素がある 。

　論者は ， ラ ン ドス ケー プの 専門 家 と して

「環境」や 「景観」の 意味や本来の 在 り方 に

つ い て考えて み た い 。

　環境が地球 レベ ルの 問題 にな っ て から
， 又 ，

景観が全国 レベ ル で 行政課題 にな っ て か ら
，

かえ っ て 表面的な議論に偏 っ て いるか に思わ

れ る 。 環 境 計画 学 と し て は
，
PVESM

（PhySiOal 　 b　 ViSUal ’eOOIOgiCal °

sooial ・ mentaD な質の チ ェ ッ クを経て

ト・一タル なバラ ンス がとれて は じめ て アメ ニ

テ ィ （amenity ）環境といえ る。 更に ラ ン

ドス ケープ （land　 soape ）の本義は ， 土

地 ・自然性， 全体性 ・総合性にある と考え ら

れる か ら ， 「色彩」などを決定した り分析す

る際も環境質を規定する 1要素に遇ぎない と

いう謙虚さと ， その背後にある 自然 ・歴 史 ・

文化 ・民 俗 ・生活など環境の総合的視点 とを

重ね合わせた議論が求め られる と思う。

　論 者 の 立 場 （造 園 学 landSGape
arohlteoture ）　で 1ま　「緑」　力

’
“よ く言舌是更に

な る 。 緑 色 （green ）は 生 長 す る の 意

（ghra ）か ら生命性に通 じるが ， 都市計画

的には緑地 （open 　 spaoe ）で 自然性 ・

空間性に力点がおかれる
。 植生 ， 森 ， 林 ， 本

とか ， 常緑 ， 落葉とか で多彩な緑イメー ジが

広がる
一

方 ， 大自然の 景観の 中で の緑の変化

や人工 物との 調和関係 な どに興昧深い もの が

ある 。

　講演で は
， 論者の体験を踏え て 人間にと っ

て 本来的に好 ま しい環境，そ こ で の 景観の 在

り方 ， その ため には色 彩を どの よ うに考え る

か等々思 いつ くまま に申し上げて みたい 。
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「
臼

砂
胃
松」
と
い
え
ば、

日
本
的
風
景
の

代
名
調
だ。

臼

い

砂
浜
に
習

女

し
た

松
の

木
が

点
々
と
す
る。

　
日
本
の
海
岸

風
景
は、
だ

か

ら
美
し
い
と
い
う。

　
だ

が、
本
当
だ
ろ
う
か。

　
確
か
に、
岡

の

特
躙
名
勝
に

指
定

さ
れ

て

い

る

門

天

の

橋

立」
　「
松
島」
　「
虹
の
松
原」

な
ど、
い

ず
れ

も
胃
女
し

た
松

原
で

あ
る。
し

か
し

、

必
ず
し

も
自
砂
で

は
な

い。

　
も
ち
ろ
ん、

朝
鮮
通
信
使
の

船
が
瀬
戸
内
を

航
海
し
な

が
ら

眺
め
た

海
岸

美
は、

ま
さ
し

く

地質 ・ 植生 ・ 地理 … すべ て の総合

の

地
質
で
あ
る

。

石

も
土
も
黒

っ

ぽ
い

。

「

黒
砂
青
松
」

で

も

い

い

の
だ
ろ
う
か

。

　

は
た
し
て
最
観
と
は

何
か。

定
義
し
て
お
こ

う
。

　

「

禦
観、

す
な
わ

ち
ラ
ン

ド

ス

ケ
ー

プ
は、
土
地
（

冨
⇔
O）

の

上
に
繰
り

広
げ

ら
れ
る

動
植

物
の
生
態
か

ら
気
象
に

至
る
一

切
の
も
の
の

総
合
を

さ
す。

都

市

景

観
を

タ

ウ

ン

ス

ケ
ー

プ

と
い

う

よ
う

に
、

ス

ケ
ー

プ

（

 

o
眇

O
 

）

だ
け
で

も
、

そ

の
場
の
全
体

像
を
さ

す
」

　

定
義
に

従
っ

て、

景
観
を

解

剖
し
て

み
よ

う。

景
観
の

構
造

は
、

地

質
、

地

形、

植
生
、

水、
地
理
が

、

下

か
ら
上
に
重

な
っ

て

で
き
て

い
る

。

　

地

質
の
せ
い
で

関
西
は
明
る

く、

関
東
は

暗
い

。

地
形
は
土

地

の

ひ

だ
で

あ

る
。

冨

士

見

台、

潮
見
坂
と
聞
く
だ
け
で

イ

メ
ー

ジ
が

浮
か
ぶ。

植
生
は

緑

の
風
景
だ。
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杉
林、
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山
小
屋
や

営
林
署
の

妣
物
の

中
に
は

、

大
四
然
に
溶
け
込
む

よ
う
に
と、
屋
根
に
緑
色
の
ペ

ン

キ
を
塗
っ

て
い
る
と

こ

ろ

が

あ
る。

　
と
こ

ろ
が
実
際
は、
周
囲
か

ら
屋
根
の

形
だ

け
が
浮
き
あ
が

り
、

目
立
っ

て
し
ま
う。

　
周
り
の
自
然
が
緑
だ

か

ら、

屋
根
も
緑
色
に
塗
れ
ば
調
創
す

る
は
ず
だ。
私
た
ち
の
頭
で

は

つ

い、

そ
う
考
え
て
し

ま

う．

　
景

襯
対
策
と
い

え

ば
、

だ
れ

で
も
す
ぐ
に
「
色
彩」
の

こ

と

を
問
題
に

す
る
の
は
そ

の
た

め

だ
。

　
し
か
し、

人
間
の

目
は
ご

ま

か
さ
れ
な
い

。

植

物
の
緑
と

人

工
の

緑
の
違
い
を

敏
感
に

見
分

け
て

し
ま
う

。

人の 目に は馴れぬ

自然の 中の 人工色

　
た
と
え
ば
白
黒
の

風
景

写
莫

を、
よ
く
よ
く
見
て
ほ
し
い

。

　
コ

ン

ク
リ
ー

ト
や
ガ
ラ

ス

な

ど
人

工

材
で

作
ら
れ
た
も

の

は

・
日

く、
く
っ

き
り
と

見
え
る

の

に、
明
る
い
芝
生
や

薄
い

色
の

樹
木
で

も、
自

然
材
の
部
分
は

し
っ

く

り
と

背

景

に
と

け
こ

み、
気
に
な
ら
な
い

。

　

人
間
の

目
は
生
命
を
脅
か
す

危

険
を
発
見
し

や
す
い
よ
う
に

で

き
て

い
る

。

馴
（
な）
れ

な

い
人
工

物
は
注

視
の
目
で

見、

不
安
の
な
い
目
然
物
に
対
し

て

は、
あ
ま
り
緊
張
し
な
い
で
い

い
よ
う
に

で
き
て

い
る、
と

い

う
の
が
私
の
仮
説
で

あ
る

。

　
私
た
ち
は、
　「
緑」
と
い

う

　
色
で

大
階
然
を
代
表
さ
せ

て

し
ま
う
が

、

自
然
界
は
実
に
多

種

多
様
な
色
が
溶

け
合
っ

て
で

き
て

い
る

。

同
じ
緑
で

も
、

文

字
通
り
色
々
あ
る

。

そ
し
て

臼

然
は、
ど
ん
な
色
で

も
包
み
込

ん
で

く

れ

る
ほ
ど
の
奥
深
い

許

容
力
を
持
つ

。

　
ペ

ン

キ

の

色
は
人

工

的
に
作

っ

た

色
だ

か

ら
強
烈

だ
が、
臼

然
の
色
は、
目
に

も
人
に
も
や

さ
し
く
映
る
よ
う
で

あ
る

。

『ラン ドスケープを創る人た ち』 プ ロセ ス　アーキテクチ ュ ア
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『造 園を読む一
ラ ン ドス ケ

ープの 四 季」彰国 社

憬 観行政の すす め 』日本都市 セ ン タ
ー，ほ か 多数

※1994．4〜1995，3ま で 朝 日新 聞 （Eヨ曜版） で 「私 の景観論 1 を 連

載。
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